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主な記事 邑智スパローズ＆
　大和スポーツ少年団

　３月９日（土）に、ふれあい広場野球場で「第
８回美郷町ふれあいスポ少選抜野球大会」が
開催されました。
　近隣の地域と美郷町の少年野球チームを含
め７チームが出場し、熱戦を繰り広げました。
チーム一丸となって、練習の成果を発揮し、
力いっぱいのプレーを見せてくれました。ま
た、この3月でスポ少を卒業する６年生、仲間
との絆を深め思い出に残る大会となりました。

いつまでも
　　　大切ななかま♪
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わ

氏の人権口演会　～�美郷大学公開講座�～

ご卒業おめでとうございます　～�美郷大学卒業式�～

▲美郷大学受講生が矢野氏を囲んで記念撮影 ▲たくさんの方が参加されました。
▲演題のとおり、
　『笑って元気』な口演会♪

　２月14日（木）、美郷大学の公開講座として、おおいた観光特使の矢野大
和氏による、「笑って元気な人権口演会」が開催されました。
　美郷大学受講生12名と、50名を超える一般参加があり、矢野氏の軽妙
な語りで会場内は終始笑いが絶えませんでした。
　「人間はなんとか努力すれば解消できる事柄が８割、どうすることもでき
ない事柄が２割。この自分ではどうすることもできないことを非難するのが
差別である。」と解説。「元気な人は差別をしない、元気がない人は相手を落
とす。元気が出るには、自分が必要とされる存在になることである。」と話さ
れ、笑いの中にも自己を磨くことの大切さをメッセージとして伝えられました。
� ※講師の矢野氏は、「講演会」を「口演会」と表されます。

　２月27日（水）、美郷大学の卒業式が行われ、平成24
年度の受講生12名に美郷大学の学長である景山町長から
一人ひとりに卒業証書が授与されました。
　また、午前中には景山町長から美郷町の抱える諸問題や
施策ビジョンなど、様々な項目について講演が行われ、意
見交換では多くの受講生が積極的に質問され、学長から
全ての質問に対して丁寧な回答がありました。
　６月に入学されてから約９カ月間、延べ20回の様々な講
座を受けられ、初めはお互い遠慮がちでしたが、回を重ね
るごとに受講生同士の絆も強まり、楽しい雰囲気で講義を
受けられました。

▲卒業証書が一人ひとりの手に… ▲卒業証書と山くじらの革製品を手に…ご卒業おめでとうございます！

▲学長の講演

菅　原　千惠人さん
� （粕　　渕）
中　原　房　枝さん
� （酒　　谷）
遠　藤　耕　次さん
� （都 賀 行）
田　丸　初　女さん
� （地 頭 所）
難　波　眞利子さん
� （長　　藤）
中　原　照　子さん
� （長　　藤）

平成24年度美郷大学受講生のみなさん
高　橋　龍　夫さん
� （都 賀 西）
神　田　京　子さん
� （吾　　郷）
渡　利　マツ子さん
� （簗　　瀬）
野　村　祥　子さん
� （都賀本郷）
井　川　朝　子さん
� （簗　　瀬）
小　田　富佐枝さん
� （村 之 郷）
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恵方巻づくり　～だいわジュニアクラブ活動報告会～

▲試合やお魚調査隊の様子を
　スライドショーで振り返りました。

▲来年も元気に頑張ろう‼
　南南東に向かって「がぶっ！」

　２月２日（土）に都賀行隣保館で、だいわジュニアクラブのメンバー
が平成２４年度の活動報告会にあわせて地域の方と一緒に恵方巻づ
くりを行いました。
　１月１３日に山口市で開催された全国小学生タグラグビー選手権
中国ブロック大会に４年連続出場。また、都賀西のビオトープや江
の川で自然観察を行う「お魚調査隊」活動など、今年度の活動を振り
返りました。
　報告会のあと、節分にちなんだ恵方巻づくりに挑戦！地域の方に
教えてもらいながら、思い思いの具を並べて巻きすで巻いて作りあ
げました。できあがった恵方巻を手に全員で南南東の方角を向いて
口を大きく開けてかぶりつき、来年度の健康と健闘を祈りました。

　２月15日（金）に浜
原隣保館で、おおち
保育園ひまわり組の
園児と浜原地域住民
との地域交流会が開
催されました。
　はじめに、ひまわ
り組の園児32名が
「しまねっこダンス」
を披露♪ステージで
元気いっぱいに踊っ
たあと、メインイベン
トのもちつき大会！！
　地域の方や邑智中
学校の先生方と一緒
に園児たちがもちつ
きに挑戦！！つきたて
のおもちはぜんざい
にしていただきまし
た。

▲２人組でかわりばんこにお餅をつきました！ ▲地域の方が食べやすい大きさに丸めてくださいました！

▲おおち保育園ひまわり組の園児たちが元気よく「しまねっこダンス」を披露しました♪

▲つきたてのお餅はぜんざいにしてみんなでおいしくいただきました♪

▲▼�地域の方に教えてもらいながら 
恵方巻をつくりました！

浜原地域交流会　～おおち保育園ひまわり組の園児ともちつき交流～
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比之宮ふれあいまつり　～安心して暮らせる地域をつくろう～

あったか料理も
イノシシ汁に
たこやきなど♪

バザー

展示・販売

ステージ発表

　２月24日（日）に、比之宮ふれあいまつりが比之宮公民館で開催されました。
　比之宮連合自治会（福島教次郎会長）が比之宮公民館との共催で「ふれあって花咲く 安心の比之
宮 里山づくり」をテーマに開催し、今年で８回目の開催となりました。
　公民館教室で学習を積んだ舞踊やカラオケなどのステージ発表、リサイクルやパッチワーク、俳句、
川柳などの作品展示が行われました。
　また、各自治会でアイデアを出し合って日々練習を重ねてきた舞踊やダンス、有志による歌や踊りが
披露され、会場を盛り上げました。
　地元で採れた新鮮野菜の販売、イノシシ汁の提供や、各種バザーも行われ、心もおなかもいっぱい
になり、会場内は笑い声と笑顔があふれていました。
　プログラムの最後に全員で、比之宮版「ふるさと」を合唱し、次回の開催を誓い合い閉幕となりました。
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吾郷地区民文化祭　～住民同士の絆を大切に～

会場内は…

ステージ発表

　３月３日（日）に、吾郷体育館で吾郷地域連合自治会（福嶋脩二会長）主催による、吾郷地区民文化祭
が開催されました。
　ステージでは、各地で活躍中の地芝居グループ吾郷青吾会が「人情…吾郷の恋綴り」を熱演、乙原舞
子連中が「鍾馗」を上演し、地域の子どもたちが歌を歌ったり、かすみ草の会が舞踊を、また、青空サロ
ン有志が新鮮野菜を手に歌と踊りを披露したりするなど会場は大いに盛り上がりました。また、青空サ
ロンへ視察に来られたことがきっかけで吾郷地域婦人会と交流のある広島県西城市のフラダンスグルー
プが友情出演され、地域を越えたつながりで会場に花を添えられました。フラダンスグループのメンバ
ーは、「300人ものみなさんの前で踊るのは初めてでしたが、地域のみなさんのあたたかい雰囲気に包ま
れて気持ち良く踊ることができた。」と話されました。
　会場内では、青空クラフトのみなさんが作られた、山くじら革製品の展示販売も行われました。
　また、吾郷地域婦人会のみなさんが、地元産の野菜やイノシシ肉をたっぷり入れて作られた山くじら
汁やちらし寿司などが約300人に振る舞われました。
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盲導犬学校キャラバン　～大和小学校で盲導犬について学ぶ～

関西美郷会総会　～美しき郷をなつかしみ出身者の絆を大切に～
　３月３日（日）に、関西在住
の美郷町出身者で結成する関
西美郷会（木村健茂会長）の第
６回総会が大阪市内で盛大に
開催されました。
　総会には、会員約140名、
美郷町から景山町長をはじめ
18名が出席。平成24年度の
事業報告や平成25年度の事
業計画などが承認されました。
　引き続き懇親会が行われ、
美郷町の特産品の販売やふる
さとプレゼントの抽選会が行
われました。また、会員のみ
なさんが毎年楽しみにしてお
られる神楽上演は千原神楽団
のみなさんが招待され「滝夜叉
姫」と「八岐大蛇」の２演目を
上演し、会場は大いに盛り上
がりました。

▲美郷町の特産品をなつかしんで
　購入されました♪ ▲みなさんが楽しみにしておられる神楽上演♪

▲出身地域ごとに記念撮影を行いました。

▲アイマスクをつけて実際に盲導犬に介助されて歩きました。

▲これから、盲導犬についてのお話を聞きます。 ▲どんなふうに見えるのかな？？

　２月２４日（日）に大和小学校で、盲導犬学
校キャラバンが行われました。
　盲導犬学校キャラバンは、日本盲導犬協
会が未来を担う子どもたちに、盲導犬や視
覚障がいについての知識を深めてもらうこと
を目的に、盲導犬とともに学校へ出向きデモ
ンストレーションを行うものです。
　この日は、体育館で盲導犬についてのお話
を聞いたあと、実際にアイマスクをして盲導
犬と一緒に歩行する介添え歩行体験などが
行われました。
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三瓶小豆原埋没林公園へ無料招待キャンペーン‼

問い合わせ先　三瓶小豆原埋没林公園　（☎ 0854-86-9500）

　三瓶小豆原埋没林公園では、美郷町にお住まいのみなさんを無料で招待するキャンペーンが
行われます。免許証等、住所がわかるものを受付で提示すると、通常 300円の入場料が免除
されます。人数、回数に制限はありません。

【無料招待キャンペーン月間】� 平成25年４月と平成25年６月
【開館時間】　午前９時から午後５時まで

美郷町文化財保護審議会の意見に基づき、美郷町教育委員会で美郷町文化財
（天然記念物）に、平成25年２月４日付で次の４点が指定されました。

美郷町文化財（天然記念物）に指定されました！

名　称：エドヒガンザクラ
所有者：桜井藤枝
所在地：九日市589-1

適　用：�推定樹齢 500年、
胸高周囲5.56m、
樹高12.60m

名　称：シダレザクラ
所有者：美郷町
所在地：九日市321-1

適　用：�推定樹齢120年、
胸高周囲2.55m、�
樹高15.0m

名　称：イロハモミジ
所有者：美郷町
所在地：九日市118

適　用：�推定樹齢150年、
胸高周囲3.1m、
樹高10.0m

名　称：カツラ
所有者：増本釞紀
所在地：酒谷219-2

適　用：�推定樹齢500年、
 胸高周囲9.85m、�
 樹高 19.2m

●既に町指定（天然記念物）となっているもの	 　●島根県指定文化財（天然記念物）になっているもの
　◎田立建埋根命神社の樫の木（所在地：宮内）	 　　◎妙用寺の桜（所在地：浜原）
　◎別府八幡宮の大スギ（所在地：別府）
　◎簗瀬王子神社のムクノキ（所在地：簗瀬）
� ※昨年、自治会等を通じ情報提供いただきました巨樹・巨木は、再度現地調査を行い継続して協議を行います。
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▼お問い合わせ　役場企画課（☎ 75-1636）

▼お問い合わせ　役場企画課（☎ 75-1924）

▼お問い合わせ　教育委員会（☎ 75-1217）

みさと光ネットからのおねがいです！

平成25年度公共交通運賃割引券の申請を受け付けています！

スポーツ安全保険 ～みんなの笑顔でガッチリ安心！～

　「みさと光ネット」の新規加入・
変更・解約等の手続きは役場企画
課で行っています。
　新規加入される場合や、申し込
み内容を変更される場合など、申
し込み内容によっては日数がかか
る場合がありますので、早めの手
続きをお願いします。

　バスを利用しての「乗車」・「下車」ともに、美郷町内である場合を対象にした公共交通運賃
割引券の交付申請の受付を行います。
●対 象 者　次のいずれかに当てはまる方
　①介護保険被保険者証をお持ちの方
　②精神障害者保健福祉手帳または自立支援医療受給者証をお持ちの方
　③身体障害者手帳または療育手帳をお持ちの方
●受付場所　次のいずれかの場所で手続きができます
　①美郷町役場（粕渕）　　　②大和事務所（都賀本郷）
　③各交流センター（君谷、沢谷、比之宮、都賀行）

●対象となる事故　団体活動中の事故/往復中の事故
●保 険 期 間　平成25年４月１日から平成26年３月31日まで
	 　※５名以上の団体でご加入ください。
	 　　掛金、補償額など詳しくは
	 　　下記までお問い合わせください。

平成25年度スポーツ安全保険に加入しませんか？

口座振替の手続きがお済みでない方には納付書をお送り
しています。

● 地上デジタル放送再送信サービス利用料 ●

引き落とし日：４月１日（月）
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Information

美
郷
大
学
受
講
生
募
集
！

　
美
郷
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
教
育
委
員
会
、
大
和
事
務

所
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
窓
口
に
あ
る
所
定
の
「
入
学
願

書
」（
美
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
教
育
委
員
会
へ
郵
送
、
又
は
直
接

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
（
☎
７
５・１
２
１
７
）

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度

１
．
対
象
者

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20

歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
は
申
請
に
よ
り

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

２�

．
障
害
基
礎
年
金
等
と
の
関
係
（
障
が

い
年
金
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　
保
険
料
納
付
済
期
間
と
同
様
に
当
該
要

件
の
対
象
期
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が

一
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

３�

．
申
請
の
方
法
は
？ 

（
在
学
す
る
大
学

等
の
窓
口
で
も
申
請
手
続
き
が
可
能
）

　
住
所
地
の
国
民
年
金
係
又
は
郵
送
で
年

金
事
務
所
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
国
民
年
金
手
帳

　
（
本
人
で
な
い
場
合
は
、
認
印
）

●
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　

�（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を
添
付
）

　
４
月
に
申
請
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
前

年
４
月
か
ら
前
月
の
3
月
分
ま
で
の
期
間

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課�（
☎
７
５・１
２
１
３
）

平
成
25
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
法

律
相
談
及
び
巡
回
就
業
相
談
を

行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
た
め

に
、
左
記
の
と
お
り
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
法
律
相
談
】（
要
予
約
）

●
場
所　
い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

●
日
時　
奇
数
月
第
４
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

〔
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
財
団
法
人
島
根
県
母
子
会
連
合
会

　
（
☎
０
８
５
２・３
２・５
９
２
０
）

【
巡
回
就
業
相
談
】（
要
予
約
）

●
日
時　
毎
月
第
４
金
曜
日�

午
前
10
時
か
ら

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　
役
場
住
民
福
祉
課
母
子
福
祉
担
当

　
（
☎
７
５・１
２
１
３
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
の
警
察
官

（
大
学
卒
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
第
１
次
試
験
日　
５
月
12
日
㈰

●
試
験
会
場　
松
江
市
、
浜
田
市

●
募
集
人
員

　
男
性
35
名
、
女
性
５
名
、
武
道
１
名

●�

受
験
資
格　
詳
細
に
つ
い
て
は
受
験
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
４
月
12
日
㈮
消
印
有
効

※�

受
験
案
内・申
込
書
配
布
場
所　
島
根
県
人
事
委
員
会
事

務
局
、県
庁
１
階
受
付
、隠
岐
支
庁
・
各
県
民
セ
ン
タ
ー
、

各
県
外
事
務
所
、県
警
察
本
部
及
び
県
内
各
警
察
署

※
県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�（http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/jinjiiinkai/

）か

ら
受
験
案
内
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務
局　

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・５
４
３
８
）

み
な
さ
ん
「
Ｐ
Ｍ
２・
５（
微
小
粒
子

状
物
質
）」に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
Ｐ
Ｍ
２・
５
濃
度
の
日
平
均
値

が
１
㎥
あ
た
り
70
㎍（
環
境
基
準
の
２
倍
）

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
日

の
午
前
８
時
に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
町
か
ら
防
災
行
政
無
線

で
み
な
さ
ん
へ
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
外
出
や
屋
外
で
長
時
間

の
激
し
い
運
動
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
呼
吸
器
系
や

循
環
器
系
の
病
気
の
方
、
小
児
、
高
齢
者

等
は
、
体
調
に
応
じ
て
慎
重
に
行
動
し
て

く
だ
さ
い
。

※�
Ｐ
Ｍ
２・５（
微
小
粒
子
状
物
質
）と
は
大
気
中
に
浮
遊
す
る

粒
子
径
が
２・
５
μ
ｍ
以
下
の
粒
子
状
の
物
質（
人
の
髪
の

約
１
／
30
の
大
き
さ
）で
発
生
源
は
主
に
ボ
イ
ラ
ー
、
自
動

車
の
排
ガ
ス
な
ど
で
す
。
呼
吸
器
疾
患
や
循
環
器
疾
患
な
ど

の
人
の
健
康
へ
の
影
響
、
視
程
障
害
な
ど
を
生
じ
ま
す
。
環

境
基
準（
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
の
上
で

維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
）は
年
平
均
値
15
μ
ｇ

／
㎥
以
下
、
日
平
均
値
35
μ
ｇ
／
㎥
以
下
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課　
環
境
整
備
室

　
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
終
了

資
格
取
得
訓
練
コ
ー
ス
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

●�

対
象　
離
転
職
者
で
介
護
職
員
初
任
者

研
修
終
了
資
格
を
取
得
し
、
介
護
職
と

し
て
就
職
希
望
の
方

●
募
集
期
間　
４
月
５
日
㈮
ま
で

●
訓
練
期
間　
４
月
23
日
㈫
か
ら

　
　
　
　
　
　
８
月
22
日
㈭
ま
で

●�

訓
練
場
所　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
（
島
根
県
川
本
合
同
庁
舎
内
）

●�

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
及
び
保

険
料
な
ど
１
７
，０
０
０
円
程
度
が
別
途
必
要
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

　
（
☎
０
８
５
６・２
２・２
４
５
０
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本

　
（
☎
０
８
５
５・７
２・０
３
８
５
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課　
環
境
整
備
室

　
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

検査実施（２月20日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都賀行簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
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Information

ら
の
活
動
が
や
り
や
す
く
な
る
」と
。き
っ

と
東
京
の
凄
腕
シ
ェ
フ
も
品
川
さ
ん
の
素

朴
な
性
格
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
信
頼
を
高

め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

受
賞
後
の
15
分
間
の
講
演
時
間
が
設
け

ら
れ
、そ
の
締
め
く
く
り
の
言
葉
は「
私
た

ち
組
合
は
じ
め
山
く
じ
ら
の
郷
の
活
動
で

沢
山
の
人
の
笑
顔
が
広
が
る
よ
う
こ
の
た

び
の
受
賞
に
奢お

ご

る
こ
と
な
く
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
こ
れ
か
ら

“
山
く
じ
ら
の
郷
”美
郷
町
も
厳
し
い
冬
か

ら
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
会
場

の
皆
様
、山
く
じ
ら
の
郷
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。」と
。
授
賞
式
の
土
産
話
に
は
終
始
こ

れ
ま
で
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
町
民
の
方
々

へ
の
感
謝
の
言
葉
と
平
成
16
年
６
月
の
組

合
設
立
時
の
苦
労
の
様
子
を
思
い
返
し
な

が
ら
も
関
係
者
を
代
表
し
て
の
大
役
を
終

え
た
安
堵
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

山
々
が
萌
え
、石
楠
花
や
し
だ
れ
桜
が

咲
き
誇
る
春
の
郷
の
絵
。
季
節
同
様
、“
山

く
じ
ら
の
郷
は
春
風
満
面
”と
い
う
気
持

ち
で
最
終
回
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
、ペ
ン
を
お
き
た
い
と
思
い
ま
す（
終
）

�

（
取
材　

安
田　

亮
）

山
く
じ
ら
の
郷
の
人
々

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
一
年
間
、山
く
じ

ら
の
郷
に
北
は
千
葉
県
、西
は
長
崎
県
・

宮
崎
県
、南
は
高
知
県
と
全
国
か
ら
59
件
、

６
３
５
人
の
視
察
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
過

去
５
年
間
の
平
均
は
55
件
で
５
４
５
人
。

こ
の
間
、宿
泊
や
飲
食
、土
産
の
購
入
に
止

ま
ら
ず
、全
国
に「
美
郷
町
」の
名
前
を
伝

道
師
な
っ
て
広
め
、人
が
人
を
呼
び「
良
い

も
の
は
口
コ
ミ
で
」を
証
明
し
て
い
る
現

象
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

去
る
２
月
26
日
、東
京
都
内
で
鳥
獣
被

害
対
策
優
良
活
動
の
団
体
部
門
で
農
林
水

産
大
臣
賞
の
授
賞
式
に
出
席
し
た
山
く
じ

ら
生
産
者
組
合
の
組
合
長
品
川
光
広
さ
ん

は「
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
想
像
も
せ

ん
か
っ
た
。
受
賞
者
の
人
た
ち
が
誰
も
美

郷
町
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
。」と
授
賞
式
の
様
子
を
語
ら
れ
、さ
ら

に
被
害
対
策
か
ら
山
く
じ
ら
と
い
う
食
肉

利
用
、そ
し
て
加
工
品
や
皮
革
製
品
と
裾

野
が
広
が
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
受
賞

会
場
の
周
囲
の
評
価
か
ら
改
め
て
実
感
し

た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
佐
賀
県

武
雄
市
に
イ
ノ
シ
シ
課
が
あ
る
と
は
驚
い

た
な
ー
（
笑
）。
そ
の
職
員
は
美
郷
町
に

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
う
と
っ
た
。」と

驚
き
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で
す
。一
方
で
、

山
く
じ
ら
取
引
先
の
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
や

全
国
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
厳
選
格

付
け
し
た
ミ
シ
ュ
ラ
ン
二
つ
星
の
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
に
挨
拶
ま
わ
り
を
す
る
な
ど
、

短
い
東
京
滞
在
を
有
意
義
に
す
ご
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。「
顔
が
見
え
て
こ
れ
か

最
終
回

�

春
風
満
面
の
山
く
じ
ら
の
郷
に
…

▲春の山くじらの郷の暮らし

結
婚
し
て
初
め
て
の
歌
留
多
会
に
伴
ふ
と

夫
は
教
へ
き
「
千
早
ぶ
る
」
一
枚
を�

藤
原　
　
章

杖
つ
き
て
裏
畑
歩
め
ば
七・八
個

枝
に
残
り
し
八
朔
の
見
ゆ�

原
田　
秀
子

江
川
の
川
面
に
深
き
霧
立
ち
て

朝
の
ひ
と
と
き
吾
が
里
包
む�

増
田　
政
子

若
き
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
楽
し
む
傍か

た
へ

に
て

吾
が
華
や
ぎ
の
こ
ろ
な
つ
か
し
む�

原
野　
　
幸

黐も
ち
の
木
の
枝
に
積
も
り
し
夜
半
の

雪
池
に
し
づ
る
る
音
の
聞
こ
ゆ
る�

平
石
佳
寿
子

冬
の
ひ
と
日
親
し
き
友
の
集
ひ
き
て

小
さ
き
茶
会
に
笑
み
の
こ
ぼ
る
る�

伊
竹　
藤
枝

平
和
記
念
像
の
左
右
の
み
手
に
込
め
ら
れ
し

祈
り
を
思
ひ
て
し
ば
し
目
を
閉
ず�

藤
田
乃
冨
子

冬
陽
射
す
碧
き
ダ
ム
湖
は
静
も
り
て

カ
ヌ
ー
競
技
の
目
印
の
浮
く�

松
浦　
智
子

会
合
を
終
へ
て
見
上
ぐ
る
星
空
は

冴
え
冴
え
と
し
て
冷
気
身
に
し
む�

今
馳　
幸
子

選
者
詠

歌
碑
を
囲
む
あ
ら
ら
ぎ
の
葉
の
つ
や
つ
や
し

鴨
山
望
む
岡
に
上
れ
ば

選
者　

藤
原
　
俊
彦
　
先
生
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農
林
水
産
省
が
、
全
国
で
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
み
、
被
害
防
止
に
貢
献

し
て
い
る
団
体
及
び
個
人
を
表
彰
す
る
、「
鳥
獣
被
害
対
策
優
良
活
動
表
彰
」
の
表

彰
式
が
、
２
月
26
日
（
火
）
に
東
京
都
の
全
林
野
会
館
で
行
わ
れ
、
お
お
ち
山
く
じ

ら
生
産
者
組
合
（
品
川
光
広
組
合
長
）
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
表
彰
が
は
じ
ま
り
、山
陰
で
は
初
の
大
臣
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
を
「
お
お
ち
山
く
じ
ら
」

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
。
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
か
ら
資
源
化
（
食
肉
・
惣
菜
加
工
・
革
製

　
島
根
県
知
事
が
子
育
て
支
援
に
関
し
て
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
グ
ル
ー
プ
な

ど
を
表
彰
す
る
、子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
等
島
根
県
知
事
表
彰
の
こ
っ
こ
ろ
大
賞
を
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
じ
っ
こ
く
ら
ぶ（
河
井
由
美
子
代
表
）」が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
に
じ
っ
こ
く
ら
ぶ
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
子
育
て
中
の
母
親
の
有

志
が
中
心
と
な
り
、
母
親
同
志
の
交
流
や
子
育
て
支
援
を
目
的
に
自
主
グ
ル
ー
プ
と

し
て
設
立
し
、
こ
っ
こ
ろ
講
師
を
招
い
て
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

講
座
、
茶
話
会
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲フリーマーケットはかわいい子ども服がたくさん♪

▲フィットネス教室で心と体のリフレッシュ♪

平
成
24
年
度
　
鳥
獣
被
害
対
策
優
良
活
動
表
彰

農
林
水
産
大
臣
賞
（
団
体
の
部
）
受
賞
‼

�

―
お
お
ち
山
く
じ
ら
生
産
者
組
合
―

平
成
24
年
度
　
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
等

島
根
県
知
事
表
彰
　
こ
っ
こ
ろ
大
賞
受
賞
‼

�

―
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
に
じ
っ
こ
く
ら
ぶ
」
―

▲表彰式に出席した品川組合長（前列右）
　（前列中央は加治屋副大臣）

品
）ま
で
を
行
う
取
り
組
み
に
は
多
く
の
町
民
が
関
わ
り
、

獣
害
対
策
を
契
機
と
し
た
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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▲
問い合わせ先　役場住民福祉課（☎ 75-1213）

高齢者を狙う悪質商法③

「体験談商法」に気を付けて！

事例①
　�　「病気が治った」「痛みがなくなった」という見出しと体験者の感謝の言葉が掲載されたチラシを
見て、健康食品を購入した。いくら飲んでも効果がないし、かえって体調を悪くしてしまった。

事例②
　�　「○週間で○キロ痩せた」「ラクして簡単に痩せられる」等と書かれた広告を見て、自分も試した
くなったのでサプリメントを購入した。しばらく飲み続けたが効果は感じられず、下痢や肌荒れの
症状が出現してしまった。

①販売員の説明をうのみにしない。
②体験談は「ウソ」や「やらせ」の場合があるので、信用しすぎない。
③治療中の方は事前に主治医に相談しましょう。

「おかしいな」と思ったら、
○美郷町役場住民福祉課（☎ 75-1213）　　○島根県消費者センター（☎ 0852-32-5916）

へご相談ください。

撃退法

　「病気が治る」「体調が良くなった」とあたかも効能があるような表現を
使い、健康器具や健康食品等を販売する悪質業者が増えています。
　健康食品は「薬」ではないので、「病気が治る」という説明は違法です。また健康食品等は治療薬
の服用に影響を及ぼすこともありますので、事前に主治医に相談することも必要です。

P12中段

　午前8：00～午後4：00 予約優先制

　午後5：00～             　　完全予約制

　　　休診日/木曜日・日曜日・祝日

※美郷町『中原鍼灸院』にて木曜のみ診療しております。

　☎　7 2 - 0 1 9 0 　　　美郷町都賀本郷160-1　携帯090-9061-9999

予約やお問い合わせなどお気軽にお電話下さい。 　（旧大和診療所）

なかはら鍼灸院
場所 川本町川本585-2

〇 ローソン

R9 ★ 〇       〇
一畑トラベル

島根県弁護士会所属 

弁護士法人 山陰リーガルクリニック大田事務所

（相 談 料）平日有料　60分まで6,300円(税込)
（相談内容）○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
　　　　　○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております
　初回30分まで無料・要予約
(正式に事件をご依頼頂いた場合は　別途弁護士費用が発生します。)

大田市長久町長久ロ307番地5
（駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

中央信金
山陰リーガル
クリニック
大田事務所
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健康
まめ知識 No.85

問い合わせ先　役場健康推進課（☎ 75-1932）

がん検診で『要精密検査』と診断された方へ
必ず精密検査を受けましょう！

　日本人の２人に１人が「がん」になるといわれています。しかし「がん」は不治の病ではありません。
早期に見つければ、がんは完治します。そのためにも定期的ながん検診が必要です。がん検診の結
果はいかがでしたか？「要精密検査」の結果が出たのに、ほったらかしでは検診の意味がありません。

　がん検診は、スクリーニング（ふるい分け）ですから、確定診断には不十分です。特に、精密検
査未受診の方は、がんかもしれないと不安をかかえながら毎日を過ごすのではなく、異常がないこ
とを確認したり、また必要があるなら早期に治療を開始したりするためにも、早めに精密検査を受
けましょう。
　精密検査は、健康保険の適用となります。保険証を持って受診しましょう。

美郷町の男性は、2006年～2010年の間
にがんで亡くなられた方が、72人でした。
肺がんが一番多く、次いで肝臓がん、胃がん
が多かったです。

美郷町の女性は、2006年～2010年の間
にがんで亡くなられた方が、50人でした。
膵
すい

臓
ぞう

がんが一番多く、次いで胃がん、結腸が
んが多かったです。

検診結果
ほったらかしに
していませんか？

◆平成 23年度美郷町がん検診の精密検査の状況（平成 25年１月末現在）
要精密検査者数
（人）

精密検査受診者数
（人）

精密検査結果 精密検査
未受診者数（人）異常なし（人） がん（人） その他の疾患（人）

胃がん検診 38 28 ６ ４ 18 10
肺がん検診 24 18 ５ ０ 13 6
大腸がん検診 77 38 ９ １ 28 39

� （出典：みさとの実績）

部位別がん死亡順位（男性）2006年～2010年
合計（人）

肺がん
21人

肝臓がん
12人胃がん

9人

その他
24人

食道がん
3人
口腔、咽頭がん
3人

部位別がん死亡順位（女性）2006年～2010年
合計（人）

肺がん 4人

結腸がん 4人

肝臓がん 4人

膵臓がん
10人

胃がん
6人

その他
22人

出典：人口動態統計
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『ステキなお花、 ありがとうございます♪』
　寒い日が続いていたある日のこと、図書ボランティアの方か
ら、「開発センターエントランスのテーブルの上に素敵なお花の
アレンジメントを飾ってくださった方がいらっしゃるんですよ
♪」と。さっそく行ってみると、ステキなアレンジメントが♪外

みぃつけた♪

は寒いけど、ココロ
はとってもあたたか
い気持ちになりまし
た～。
　みなさん、図書室
に行くとこんなステ
キなお花に出会える
かもしれませんよ☆

「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。
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人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による３月１日現在）

人 口　5,419 人
　男　　2,529 人	 （－４人）
　女　　2,890 人	 （－４人）
世帯数　2,413 世帯	 （－２世帯）

４月の行事予定

お詫びと訂正
広報みさと12月号の記載内容に誤りがありましたので、お詫びし
て訂正します。　P14野田 則江（明塚）
　（誤）香典返し　　（正）見舞い返し

慶  弔（２月届出分・敬称略）

愛のともしび（２月受付分）
社会福祉協議会へ次の方々よりご寄付を頂きました。（敬称略）

※�慶弔欄は、掲載を希望された方のみ掲載しています。町外で届けられた方で
　名前の掲載を希望される方は、企画課（75-1924）までご連絡ください。

2013
年

第
102号

３
月
号

１日 ㈪ 年度始め

２日 ㈫

３日 ㈬

４日 ㈭ 教職員辞令交付式・着任式

５日 ㈮ 交通安全メッセージ伝達式

６日 ㈯ 春の全国交通安全運動（～15日）
沢谷三里桜街道ライトアップ（夜神楽）

７日 ㈰ みさとの１本桜めぐり

８日 ㈪ 小中学校始業式

９日 ㈫ 小中学校入学式

10日 ㈬

11日 ㈭

12日 ㈮ こころの健康相談（開発センター）

13日 ㈯ 浜原隣保館竣工式

14日 ㈰ 銀山街道ウォーク～山野草コース～

15日 ㈪

16日 ㈫

17日 ㈬ すくすく相談（保健福祉センター）

18日 ㈭

19日 ㈮

20日 ㈯

21日 ㈰

22日 ㈪

23日 ㈫

24日 ㈬

25日 ㈭

26日 ㈮

27日 ㈯

28日 ㈰ 第４回花の谷しゃくなげまつり

29日 ㈪ 昭和の日
鴨山短歌会

30日 ㈫

14広報みさと 2013.3


